
明
治
新
政
府
は
ド
イ
ツ
医
学
を
採
用
す
る
こ
と
を
国
是
と
し
て
決
定
し
た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
太
政
官
達
を
も
っ
て
こ
れ
が
布
告
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
全
国
津
々
浦
々
に
い
た
る
ま
で
ド
イ
ツ
医
学
が
浸
透
し
た
よ
う
に
か
ん
が
え
ら
れ
て
い
る
が
、
実
は
急
速
な
普

及
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
で
あ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
医
学
退
潮
の
後
を
う
け
て
、
主
流
は
む
し
ろ
英
米
医
学
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
医
学
一
色
に
塗
り

（
１
）

つ
ぶ
さ
れ
る
の
は
明
治
二
○
年
（
一
八
八
七
）
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
は
、
阿
知
波
五
郎
に
よ
っ
て
す
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
幕
末
か
ら

明
治
初
年
に
か
け
て
、
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
来
日
し
た
宣
教
医
が
、
わ
が
国
の
医
学
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
も
み
の
が
す
こ
と
が

（
２
）

で
き
な
い
こ
と
は
、
長
門
谷
洋
治
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
地
方
医
学
校
に
お
け
る
状
況
を
み
て
も
同
様
で
、
そ
の
一
例
と
し
て

新
潟
医
学
校
の
場
合
は
、
基
礎
学
と
し
て
の
英
語
や
数
学
、
究
理
学
は
す
で
に
設
立
さ
れ
て
い
た
新
潟
英
語
学
校
で
教
育
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

（
３
）

ム
が
く
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
慶
応
医
学
校
に
お
い
て
も
英
語
に
よ
っ
て
、
英
米
医
学
が
教
育
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
し
ら
れ
た
事
実
で

あ
る
ｃ

（
４
）

こ
の
よ
う
な
潮
流
の
中
で
、
海
軍
病
院
に
お
い
て
も
イ
ギ
リ
ス
海
軍
軍
医
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
ョ
旨
目
］
ど
ａ
閏
の
（
）
ロ
（
勗
隠
‐
尼
ｇ
）
や
ホ
ィ
ー

は
じ
め
に

ロ
ブ
リ
ー
・
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
「
医
学
事
典
」

ｌ
明
治
初
年
の
わ
が
国
英
米
医
学
へ
の
貢
献

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
三
巻
第
四
号

平
成
九
年
十
二
月
二
十
日
発
行

深
瀬
泰
旦

平
成
九
年
七
月
十
日
受
付

平
成
九
年
十
月
三
日
受
理
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（
５
）

英
和
医
語
辞
典
で
あ
る
『
医
語
類
聚
』
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
名
山
閣
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
大
き
さ
は
一
二
五
ミ
リ
届
×
一
七
○
ミ
リ

（
６
）

腕
、
表
紙
は
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
で
、
著
者
は
海
軍
大
軍
医
奥
山
虎
章
で
あ
る
。

扉
（
図
一
）
に
は
英
語
と
日
本
語
の
表
題
が
付
さ
れ
て
お
り
、
右
上
部
に
は
６
百
冨
冒
画
ご
と
ロ
ー
マ
字
で
刻
さ
れ
た
虎
の
印
章
が
お
さ
れ

て
い
る
。
左
下
部
に
は
所
蔵
者
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
「
高
室
一
と
刻
さ
れ
た
宣
径
六
ミ
ｊ
計
刀
弓
形
Ｄ
洞
章
砿
汚
さ
れ
て
心
る
り
で
、
｝
’

ラ
ー
国
・
昌
邑
弓
馬
①
一
国
（
』
震
昌
‐
岳
鵠
）
の
指
導
の
も
と
で
イ
ギ
リ
ス
医
学
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
勤
務
し
て
い
た
奥
山
虎
章
が
編

蟇
し
た
『
医
語
類
聚
」
は
、
手
頃
な
英
和
医
語
辞
典
と
し
て
医
学
界
か
ら
お
お
い
に
歓
迎
さ
れ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
本
論
で
は
奥
山
虎

章
が
こ
の
辞
書
を
編
纂
す
る
に
さ
い
し
て
、
参
考
書
と
し
て
採
用
し
た
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
『
医
学
事
典
」
に
つ
い
て
考
察
を
く
わ
え
た
い
と

お
も
う
。奥

山
虎
章
の
『
医
語
類
聚
』

｢医語類聚」（初版)の扉図’

「
高
室
」
と
刻
さ
れ
た
直
径
六
ミ
リ
肝
の
円
形
の
印
章
が
お
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

の
虎
の
印
章
は
著
者
で
あ
る
奥
山
虎
章
の
印
章
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
扉
に
著

者
自
身
の
印
章
を
お
す
こ
と
は
和
書
の
世
界
で
は
よ
く
み
ら
れ
る
こ
と
な
の

で
、
こ
の
習
慣
に
し
た
が
っ
て
明
治
以
降
の
洋
装
本
に
も
捺
印
し
た
も
の
と
お

も
わ
れ
る
。

本
文
の
前
に
は
英
文
の
序
文
、
奥
山
虎
炳
の
序
文
、
著
者
の
例
言
が
お
か
れ

て
い
る
。

英
文
の
序
文
で
は
、
医
学
の
進
歩
が
い
ち
じ
る
し
い
わ
が
国
で
は
あ
る
が
、

学
生
の
た
め
の
医
語
辞
典
は
ま
だ
出
版
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
解
剖
学
、
薬
物

学
、
生
理
学
、
病
理
学
、
外
科
、
内
科
な
ど
の
各
分
野
の
語
彙
を
解
説
す
る
辞
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典
の
発
刊
を
計
画
し
た
。
そ
こ
で
当
時
す
で
に
一
七
版
を
か
さ
ね
て
お
お
い
に
珍
重
さ
れ
て
い
た
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
『
医
学
事
典
』
や
、
そ

の
他
の
医
学
文
献
を
参
考
に
し
て
本
書
を
編
蟇
し
た
、
と
の
べ
て
い
る
。

英
文
の
序
文
に
つ
い
で
、
著
者
の
実
兄
に
あ
た
る
海
軍
大
医
監
奥
山
虎
炳
の
序
文
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
外
国
語
の
解
釈
に
は
辞
書
の
存
在

は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
わ
が
国
の
現
状
で
は
ま
だ
有
用
な
辞
書
を
入
手
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
そ
こ
で
「
家
弟
章
・
…
：
専
ラ
動
氏
医
学

字
書
二
就
イ
テ
、
其
ノ
英
ヲ
摘
ミ
、
其
ノ
華
ヲ
采
」
っ
て
本
書
を
編
蟇
し
た
、
と
そ
の
経
緯
を
の
べ
て
い
る
。

つ
ぎ
の
著
者
自
身
の
例
言
に
も
同
様
な
経
緯
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
客
歳
会
マ
動
氏
医
用
字
書
ヲ
得
、
之
ヲ
閲
ス
ル
ニ
語
原
正
確
、
注
解

明
瞭
ト
シ
テ
大
二
得
ル
所
ア
リ
、
乃
チ
欣
然
大
喜
千
金
不
音
、
因
テ
公
務
ノ
余
暇
燈
下
寸
光
ヲ
楡
ミ
、
繕
一
二
二
語
ヲ
拾
上
、
傍
ラ
爾
余
ノ

書
中
ョ
リ
手
抄
シ
、
日
ヲ
追
、
月
ヲ
累
ネ
寛
一
二
小
冊
子
二
満
シ
」
る
に
た
る
語
彙
を
え
た
と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
も
「
動
氏
医
用
字
書
」
を

書
中
ョ
リ
手
抄
シ
、
日
ヲ
追
、
月
ヲ
累
二

参
考
に
し
た
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
序
文
Ｉ
と
く
に
英
文
の
序
文
ｌ
の
員
冒
の
自
国
ｏ
冒
辱
８
日
巳
巴
坤
。
日
冒
眉
房
。
ロ
》
の
旨
の
ａ
８
日
目
ざ
目
ご
・
》
と
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
「
動
氏
医
学
字
書
」
と
は
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
『
医
語
事
典
』
で
あ
り
、
奥
山
虎
章
が
本
書
を
編
墓
す
る
に
あ
た
っ
て
こ
の
辞

闘｛

Ｆ
鵲

Ｙ
蕊
恥

Ｌ
９
善
等
ｊ
澤

》
一
螺

０
噸
０
人
》
一
等
雫
》
雲
》
一
雲
》
》
》
一
鴬
一
．
》
犀
需
準
率

ｌ

Ｒ
Ⅱ剛
一剛

》
睾
罐
鐸
識

Ｕ

Ｂ
Ⅲ

八
Ｔ
山

Ｃ

Ｖ
Ｔ
ｌ
ｍ

Ｉ
Ａ
ｔ

ｃ

Ｔ
幽

八
ｃ
心
私
屯

０
ｎ
皿
華
．
征
Ｃ

ｌ
ｎ
０
ｕ
，
利
瘤
心
・
ｔ

ｍ

Ｄ
剛
，
汎
い

い
ｏ
ｊ
Ｂ
〃
ｃ
，
Ｏ

Ｂ
凹
釧
ｒ
恥
，
血
‐
・
山
歯
。
Ⅲ
、
ｎ
Ｔ

Ｍ
堀
州
；
。
、
。
即
卿
ら
－
爵
に
Ⅲ
、
。
、
．
ｍ
・
川

郵
》
》
恥
即
》
州
岬
恥
岬
岬
州
岬
獅
岬
蝿

Ｐ

図2「医語類聚」（初版)の

第｜ページ

典
を
参
考
に
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
文
は
一
頁
を
二
分
し
、
左
側
に
は
英
語
の
単
語
を
、
右
側
に
は
訳
語

で
あ
る
日
本
語
の
単
語
を
お
い
て
い
る
（
図
一
一
）
。
日
本
語
は
横
組
み
な
が

ら
文
字
を
横
に
た
お
し
て
縦
に
よ
む
・
本
文
の
辞
書
部
分
は
二
六
八
頁
で
、

「
方
言
略
語
之
解
」
な
ど
の
付
録
が
ふ
さ
れ
て
、
す
べ
て
は
三
二
○
頁
で

あ
る
。
一
頁
は
二
三
行
で
あ
る
が
、
訳
語
が
二
行
、
あ
る
い
は
三
行
、
と

き
に
は
五
行
に
わ
た
る
単
語
も
あ
り
、
五
五
五
二
語
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

初
版
か
ら
五
年
後
の
明
治
二
年
二
八
七
八
）
に
、
増
訂
第
二
版
が
出
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版
さ
れ
た
。
扉
の
表
題
は
英
文
、
邦
文
と
も
変
化
は
な
く
、
た
だ
「
増
訂
」
の
二
字
が
く
わ
え
ら
れ
て
い
る
。
大
き
さ
は
二
一
五
ミ
リ
届
×
一

八
五
ミ
リ
府
と
縦
が
五
ミ
リ
牌
長
く
な
っ
た
。
表
紙
は
や
は
り
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
で
あ
る
。

序
文
は
著
者
自
身
の
英
文
の
「
第
二
版
の
序
」
と
、
邦
文
の
「
聚
引
」
の
二
編
で
あ
る
。
英
文
の
序
で
は

胃
。
庁
ゴ
①
己
吋
①
己
四
吋
四
は
○
口
○
吊
計
画
①
口
禺
の
ｍ
①
ロ
庁
①
島
は
○
口
》
．
：
・
・
・
“
二
口
目
〕
す
①
弐
○
閉
目
員
］
ロ
○
局
庁
四
国
庁
ロ
①
デ
ミ
君
Ｏ
Ｈ
Ｑ
の
》
ず
凹
め
ず
①
①
国
一
己
可
○
・
宮
の
①
ｑ
・
田
口
呑

口
○
Ｈ
①
Ｈ
ご
“
吊
穴
“
ず
一
①
○
面
ｍ
ご
胴
①
壷
四
の
ず
①
の
ロ
Ｈ
ｐ
ｍ
Ｑ
の
一
口
芹
ロ
の
ｍ
①
ロ
①
吋
四
昌
口
一
四
口
“
己
・
画
司
吋
画
邑
”
①
ロ
〕
①
ご
庁
○
閉
庁
面
①
ウ
○
○
戸
》
写
ご
詳
壷
庁
画
①
一
口
庁
①
口
武
○
画
芹
彦
四
庁

号
①
ご
匡
弄
ｇ
ｇ
①
ぐ
○
盲
目
①
言
邑
国
２
８
○
日
こ
の
弓
冒
の
扇
、
の
①
Ｑ
，
弓
彦
①
言
○
民
穴
厨
昏
①
『
①
甘
吊
・
口
の
ご
呉
○
月
》
①
の
の
①
三
国
二
旦
目
○
輿

。
○
画
く
①
邑
一
①
ロ
庁
丘
四
国
・
‐
す
○
○
戸
哺
○
司
庁
ロ
①
冒
○
ご
”
の
庁
匡
Ｑ
①
ロ
計
の
．

（
ｍ
一
○
）

と
の
べ
て
、
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
ふ
れ
て
お
ら
ず
、
邦
文
の
「
聚
引
」
で
も
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
に
は
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
・

二
篇
の
序
文
の
間
に
は
「
人
身
骨
格
之
図
」
を
は
じ
め
、
「
手
術
台
」
や
「
離
被
架
」
な
ど
の
医
療
器
具
、
「
顕
微
鏡
」
や
「
聴
診
器
」
な

ど
の
医
療
機
器
の
銅
版
図
が
一
二
頁
に
わ
た
っ
て
ふ
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
お
よ
そ
六
五
頁
増
加
し
て
、
二
一
三
頁
に
な
っ
た
。
単
語
は
一

六
五
○
語
が
追
加
さ
れ
て
、
七
二
○
二
語
に
増
加
し
た
。
第
二
版
に
も
「
方
書
略
語
之
解
」
な
ど
の
ほ
か
、
あ
ら
た
に
三
○
頁
に
お
よ
ぶ
薬

剤
の
「
服
量
表
」
が
追
加
さ
れ
て
、
付
録
は
一
○
一
頁
に
な
っ
た
。

奥
付
に
よ
る
と
、
発
刊
は
明
治
二
年
三
月
二
○
日
で
、
訳
者
出
版
人
と
し
て
「
山
形
県
士
族
奥
山
虎
章
東
京
第
二
大
区
二
小
区
桜

田
兼
房
町
六
番
地
」
、
発
見
と
し
て
「
芝
大
神
宮
前
牧
野
吉
兵
衛
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。
著
者
あ
る
い
は
編
者
と
い
わ
ず
に
、
訳
者
と
し

て
い
る
こ
と
は
奇
異
に
感
ぜ
ら
れ
る
が
、
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
「
医
学
事
典
」
を
翻
訳
し
て
編
纂
し
た
、
と
虎
章
自
身
が
理
解
し
て
い
た
か
ら

で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
辞
書
と
『
医
語
類
聚
」
を
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
語
彙
数
や
語
彙
の
解
説
に
歴
然
と
し
た
差
が

あ
り
、
と
て
も
翻
訳
害
と
は
お
も
え
な
い
。

す
な
わ
ち
奥
山
本
の
本
文
二
六
八
‐
三
一
三
頁
に
た
い
し
て
、
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
事
典
（
一
八
七
四
年
版
）
は
二
三
一
頁
と
、
お
よ
そ
三
’

四
倍
の
分
厚
さ
で
あ
る
。
奥
山
虎
章
が
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
に
収
載
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
単
語
を
採
録
し
た
の
で
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
を
み
て
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も
明
ら
か
で
あ
る
。
語
彙
の
解
説
も
奥
山
本
は
二
’
三
行
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
本
は
一
頁
以
上
に
わ
た

る
長
文
の
解
説
を
ふ
し
た
語
は
、
一
己
訂
日
日
目
○
口
や
牙
閏
な
ど
七
五
語
に
お
よ
ぶ
。
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
本
は
ま
さ
に
堂
々
た
る
医
学
事
典
で

あ
る
の
に
比
し
、
奥
山
本
は
単
語
帳
と
も
い
え
る
程
度
の
辞
書
で
あ
る
。
し
か
し
英
米
医
学
が
主
流
で
あ
っ
た
明
治
初
年
に
あ
っ
て
は
、
医

師
や
学
生
に
よ
っ
て
お
お
い
に
珍
重
さ
れ
て
い
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

函
葵
蒼
負
苫
璽
逗
忽
旦
僚
電
や

書
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
初
版
は
』
之
、
ミ

生
来
文
章
を
か
く
こ
と
を
好
ん
だ
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン

函
葵
蒼
負
苫
、
宮
忽
。
言
亀
や
固
奇
ミ
ミ
冴
旦
熈
垢
冒
尽
〉

I．Cu

冬
ノ季

一
鋒
諭

（
挙
一
、
皿

』
理
一
一
吋ＩＤｗＥＮ

ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
『
医
学
事
典
」
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，､畠､INnN1.札[Br再D1『『ZR服NTぃHgごAC四,
ｂ
《
ｇ
ご
弓
邑
ご
ミ
ミ
⑲
ミ
ミ
デ
浮
詩
苫
烏

Ｌ

砥
罰

ｈ

軒
雷

宙
噌
■

一
Ｅ

宮
Ｐ
ｈ
冒
唖

Ｃ
皿
娠
咋
・
守

騨

Ｔ
山
師
雑
却
４

Ａ
叩
‐
帥
・
吻
酬
錨
Ｉ

日

野
回
吋
叱
鄙
・
泥
塞
Ⅵ

顕
虹
・
御
地
唖
血
準
仙
．

説
．
抑
“
化
八
曲
堂

ＬＡ

｜
岬
、
制
御
．
錘
》
部
．
岬
一

Ｃ耽Ｐ郎届

Ｇ
恥
郡
黒
部
．
芋
一
・
・

》
罰
醗
皿
・
唖
‐
》
》
華
溶
噸
卒
－

，
・

兇

八
・
加
掘
恥
御
翻
郵
．
梱
押
一
Ｏ

Ｌ
閏
岫
詳
も
肥
蓉
。
。
、

郡

一
画
鮨
小
靹
函
刮
訴
‐

Ｅ

－
ｒ
岬
季
碑
鐸
酔
作
禽

ｒｃ

■
３
‐
串
咋
Ｉ
Ｆ
噌

皿
咄
Ｈ
‐
唯
吋
ｈ
Ａ

Ｊ

ヂ
ー
恥
‐
孔
化
１
世
Ｌ

Ｒ
、
洗
脳
副
叔
軸

○
配
Ｙ
で
、
。
‐
ち
り
、

Ａ

可
１
蝿
Ｆ
Ｉ
Ｐ
Ｅ

堰
▼
土
‐
錘
・
《
掘
酔
錦

＄

恥
型
の
砧

Ｌ
誕
恥
‐
心
．

ｘ
‐
称
叱

且ら

部Ｌ

恥
浜

ＯＢ唾
一ＥＬ

入
旧

Ｉ
Ｊ
ｑ
Ｌ
“
・
ザ

ｊ
ｌ
Ｊ
ｑ
１

ｐ
Ｄ
ｒ
、
ｊ
１
０

斤
１
ぞ
零
沌

Ｓ
ｒ
ｌ

ｌｆ
Ⅲ

ｊ

閨
ＬＬ１ｋ 両

○
匡
亀
目
昌
警
の
○
口
（
弓
麗
‐
勗
忠
）
は
、
多
作
な
著
述
家
で
あ
る
。
著
書
と
し
て
は

導
冨
愚
息
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
な
ど
が
あ
る
が
、
『
医
学
事
典
」
こ
そ
か
れ
の
最
高
傑
作
の

画
苫
包
ト
爵
愚
雪
尽
の
書
名
で
、
一
八
三
三
年
に
ボ
ス
ト
ン
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
．

ｊ
ポ
ウ
エ
ン
社
か
ら
二
冊
本
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
（
図
三
）
。
ア
メ
リ
カ

用

刺
矧
合
衆
国
最
初
の
医
学
辞
典
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
質
の
わ
る
い

隷
琳
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

雁
測
一
八
三
九
年
に
リ
ー
．
ア
ン
ド
・
ブ
ラ
ン
チ
ャ
ー
ド
社
か
ら
一
冊

南

ン
位
本
と
し
て
第
二
版
が
発
刊
さ
れ
、
こ
の
と
き
書
名
が
ご
恥
昌
。
ミ
ト
ミ
‐

ソ
｜
扉

Ｖ
の
８
苫
叱
』
ロ
ミ
ご
苫
国
連
ミ
ミ
ミ
詩
ミ
粋
討
苫
尽
と
あ
ら
た
め
ら
れ

ク
ｊ

《
》
た
。
全
巻
八
二
一
頁
と
の
記
録
が
の
こ
っ
て
い
る
。
以
後
一
八
六
○

３
胴
年
の
第
一
六
版
ま
で
二
’
三
年
お
き
に
改
版
さ
れ
、
一
八
六
六
年
版

図
初
（
第
一
七
版
）
か
ら
は
出
版
社
が
ヘ
ン
リ
ー
・
リ
ー
社
に
か
わ
っ
た
。
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こ
の
辞
典
に
た
い
す
る
当
時
の
書
評
は
、
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
「
広
範
な
知
識
、
不
屈
の
勤
勉
さ
、
広
範
囲
に
わ
た
る
探
索
」
に
賞
賛
の
辞

を
呈
し
て
い
る
一
方
、
き
び
し
い
批
評
も
み
ら
れ
、
ダ
ウ
ラ
ー
国
①
ロ
①
薄
口
○
且
閏
は
「
こ
の
辞
書
は
Ａ
か
ら
Ｚ
ま
で
、
日
常
よ
く
用
い
ら
れ

る
単
語
や
非
専
門
的
な
単
語
が
お
お
す
ぎ
る
。
新
版
の
出
版
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
点
に
訂
正
を
く
わ
え
、
野
卑
な
言
葉
や
粗
野
な
言
葉
は
は

（
８
）

ぶ
く
必
要
が
あ
る
」
と
辛
口
の
批
判
を
く
わ
え
て
い
る
と
い
う
。

初
版
は
千
部
印
刷
さ
れ
、
著
者
の
手
に
は
一
二
五
○
ド
ル
が
支
払
わ
れ
て
い
る
が
、
出
版
社
と
し
て
は
割
に
合
わ
な
い
出
版
で
あ
っ
た
に

ち
が
い
な
い
と
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
は
か
ん
が
え
て
、
以
後
の
版
は
出
版
社
を
変
更
し
た
い
と
の
意
向
を
も
っ
て
い
た
。
リ
ー
．
ア
ン
ド
・
ブ
ラ

ン
チ
ャ
ー
ド
社
は
、
伝
記
的
記
述
や
文
献
事
項
を
削
除
す
る
な
ら
ば
と
の
条
件
を
提
示
し
た
の
で
、
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
は
こ
れ
に
同
意
し
て
第

二
版
か
ら
は
こ
の
出
版
社
が
版
元
に
な
っ
た
。
本
書
は
初
版
か
ら
八
版
に
い
た
る
ま
で
に
一
七
二
五
○
部
が
出
版
さ
れ
、
一
八
六
五
年
九
月

第
二
三
版
を
も
っ
て
本
書
は
終
焉
を
む
か
え
た
。
そ
し
て
改
訂
者
の
ス
テ
ッ
ド
マ
ン
の
手
に
よ
っ
て
装
い
も
あ
ら
た
に
、
一
九
二
年
に

い
、
ミ
ミ
の
ミ
ミ
ミ
詩
ミ
ロ
ミ
ご
葛
邑
ご
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
が
一
九
九
五
年
に
第
二
六
版
が
出
版
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
が
よ
く
お
世
話

に
な
る
、
い
わ
ゆ
る
ス
テ
ッ
ド
マ
ン
の
『
医
学
辞
典
』
で
あ
る
。

ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
が
こ
の
辞
書
を
編
蟇
し
た
目
的
は
、
第
二
版
の
序
文
に
よ
る
と
、
そ
の
こ
ろ
医
学
用
語
や
医
学
的
事
項
に
解
説
を
く
わ
え

た
医
学
事
典
の
出
版
が
も
と
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
要
望
に
こ
た
え
よ
う
と
し
て
こ
の
事
典
の
編
蟇
を
く
わ
だ
て
た
と
あ
る
。
語
学
の

才
能
に
た
け
て
い
た
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
や
ラ
テ
ン
語
な
ど
の
古
典
語
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
彙
を
ふ

ん
だ
ん
に
収
録
し
た
辞
書
を
つ
く
ろ
う
と
の
野
望
を
い
だ
い
て
編
纂
に
従
事
し
た
。
く
わ
え
て
簡
単
な
伝
記
的
事
項
や
書
誌
学
的
な
事
項
に

つ
ぎ
の
第
一
八
版
（
一
八
七
四

ス
テ
ッ
ド
マ
ン
弓
ロ
○
日
“
の
、
貢

割
の
増
頁
と
な
っ
た
（
表
こ
。

つ
い
て
の
記
述
も
み
ら
れ
る
。

（
７
）

八
版
（
一
八
七
四
年
）
は
長
男
の
リ
チ
ャ
ー
ド
国
ｏ
ｇ
ａ
ｐ
巨
侭
房
○
己
（
畠
謹
‐
己
目
が
改
訂
し
、
一
九
○
三
年
の
第
二
三
版
は

ン
弓
５
日
四
の
聾
＆
白
目
（
屋
認
‐
乞
諾
）
が
改
訂
の
手
を
く
わ
え
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
に
は
一
三
七
六
頁
と
な
っ
て
、
お
よ
そ
七
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表1ダングリソン『医学事典」の変遷

害名版出版年 出版社診､ﾐージ

ANewDictionaryofMedicalScienceandLiterature
MedicalLexicon

jj
ノノ

ノノ

〃
〃'

〃

ノノ
ダノ

〃

ノノ

ノノ
ノノ

ノノ

＊

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
皿
⑫
昭
皿
賜
舶
Ⅳ
肥
凹
加
皿
″
犯
羽

３
９
２
４
５
６
８
１
２
３
４
４
５
６
７
０
６
４

３
３
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
７

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

C.Bowen

Lea&Blanchard

〃

〃

〃

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

〃

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

HenrvC.Lea

ノノ

１
９
１
１
８
２
７
７
７
７
７
７
７
２
２
７
９

２
４
７
７
０
１
２
２
２
２
２
２
２
９
９
４
３

８
７
７
７
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
１
１
１

一
句
｝
一

〆
ぐ
ｔ
、

j】
ノノ

〃
f′

〃

〃

ﾉノ
ダノ

ノノ(revisedbyRichardJ.Dunglison)

ADictionaryofMedicalScience
ノノ

ノノ
】】

"(revisedbyThomasStedman)

３
５
０
３

９
９
０
０

８
８
９
９

１
１
１
１

LeaBros

〃

ノノ

１
６
６

８
０
７

１
２
３

１
１
１

A"""cα〃〃g""JI"pγ"た,1820-1910(1985)より作成

＊：文献（19）による出版年は、17版:1865年、18版:1866年、19版:1868年、20版:1874年である。
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（
９
）

ま
で
に
合
計
四
四
七
五
○
部
が
販
売
さ
れ
た
と
著
者
自
身
が
の
べ
て
い
る
。

（
皿
）

参
考
に
し
た
先
行
言
に
つ
い
て
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
記
載
は
な
い
。
ゲ
ミ
ル
○
盲
目
閂
Ｆ
の
①
ヨ
ョ
豊
に
よ
る
と
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
図

書
館
の
目
録
（
一
八
二
八
年
版
）
に
は
、
同
図
書
館
に
カ
ス
テ
リ
、
ク
ー
パ
ー
、
フ
ー
パ
ー
、
ニ
ス
テ
ン
が
編
墓
し
た
辞
書
類
や
フ
ラ
ン
ス
語

の
医
学
辞
典
も
架
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
辞
書
の
伝
記
的
記
述
や
文
献
学
的
記
述
と
、
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
記
述
と
を
比
較
検
討

（
８
）

し
て
、
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
医
学
辞
典
と
か
な
り
一
致
し
て
い
る
と
、
ゲ
ミ
ル
は
の
べ
て
い
る
。

以
下
い
く
つ
か
の
項
目
を
え
ら
ん
で
、
本
吉
の
特
徴
を
さ
ぐ
っ
て
み
よ
う
。

｜
、
島
鴨
昌
◎
目
「
消
化
」

次
項
で
の
べ
る
よ
う
に
、
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
は
消
化
生
理
学
の
分
野
で
輝
か
し
い
業
績
を
の
こ
し
た
ボ
ー
モ
ン
ト
の
研
究
に
手
を
か
し
て
い

る
の
で
、
ま
ず
こ
の
領
域
の
語
彙
と
し
て
ｇ
帰
農
○
口
を
と
り
あ
げ
る
。

見
出
し
語
の
直
後
に
は
、
ま
ず
こ
れ
が
み
ち
び
か
れ
た
ラ
テ
ン
語
が
お
か
れ
て
い
る
。
つ
い
で
括
弧
内
に
語
源
的
解
釈
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、

こ
の
語
の
由
来
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
「
消
化
す
る
」
と
い
う
意
味
の
ラ
テ
ン
語
呂
帰
吊
あ
る
い
は
昌
鴨
の
言
冒
か
ら
ｇ
鴨
呂
○
が
造
語

（
Ⅱ
）

さ
れ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
つ
ぎ
に
８
８
○
〕
８
８
Ｏ
Ｑ
ｇ
日
日
も
ｇ
の
厨
．
島
鴨
昌
く
①
冒
○
の
①
閉
と
い
う
四
種
の
同
義
語
が
み
え
る
。

こ
れ
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
語
解
が
く
わ
え
ら
れ
て
い
る
。

消
化
と
は
、
消
化
管
に
摂
取
さ
れ
た
栄
養
物
質
を
い
ろ
い
ろ
な
形
に
変
化
さ
せ
る
機
能
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
栄
養
物
質
を
つ
ぎ
の
二

つ
の
部
分
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
一
つ
は
、
回
復
力
を
も
っ
た
液
体
部
分
１
１
自
然
の
営
み
に
よ
っ
て
た
え
ず
生
ず
る
老
廃
物

を
再
生
す
る
よ
う
な
機
能
を
も
っ
て
い
る
Ｉ
で
あ
り
、
他
は
栄
養
性
を
う
し
な
っ
て
体
内
か
ら
排
除
さ
れ
る
べ
き
部
分
で
あ
る
。
消

化
は
生
体
の
一
連
の
活
動
か
ら
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
物
に
よ
っ
て
異
な
る
。
ヒ
ト
で
は
そ
の
過
程
に
つ
ぎ
の
八
段
階
が
あ
る
。
一
、

食
物
の
認
識
二
、
咀
噛
三
、
唾
液
と
食
物
の
混
和
四
、
嚥
下
五
、
冑
の
活
動
六
、
小
腸
の
活
動
七
、
大
腸
の
活
動
八
、
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（
Ｍ
）

つ
ぎ
に
消
化
と
同
義
語
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
８
８
○
口
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
現
代
の
医
学
辞
典
に
は
こ
の
語
は
み
ら
れ
な
い
・
し

（
巧
）

か
し
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
全
集
』
に
は
、
こ
の
術
語
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
古
く
か
ら
医
師
に
は
馴
染
み
の
あ
る
語
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
反
映

し
て
、
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
事
典
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
表
現
が
み
え
る
。

こ
の
語
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
、
古
代
で
は
消
化
管
、
と
く
に
胃
に
お
い
て
生
じ
た
食
物
の
特
別
な
変
化
、
す

な
わ
ち
何
ら
手
を
く
わ
え
ら
れ
て
い
な
い
状
態
か
ら
の
加
工
を
意
味
し
た
。
二
、
成
熟
、
あ
る
い
は
あ
る
種
の
変
化
Ｉ
液
体
病
理
学

者
に
よ
っ
て
信
じ
ら
れ
て
い
る
、
病
気
を
ひ
き
お
こ
す
原
因
が
排
除
さ
れ
る
以
前
に
お
き
る
変
化
ｌ
を
あ
ら
わ
す
。
こ
れ
は
激
し
い

国
ご
○
ご
計
戸
扉
〕
、
へ

い
え
よ
津
っ
。

ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
医
学
事
典
の
後
継
書
を
も
っ
て
任
じ
て
い
る
現
行
の
ス
テ
ッ
ド
マ
ン
の
医
学
辞
典
の
翻
訳
書
で
は
、
ｓ
鴨
昌
○
ロ
を
つ
ぎ

（
胆
）

の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。
「
摂
取
さ
れ
た
食
物
が
、
組
織
の
合
成
ま
た
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
出
の
た
め
の
同
化
作
用
に
適
す
る
物
質
に
転
換
さ

（
昭
）

せ
ら
れ
る
過
程
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
を
原
著
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
摂
取
し
た
食
物
を
、
組
織
の
合
成
ま
た
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
放
出
の
た

め
の
同
化
に
適
し
た
物
質
に
転
換
さ
せ
る
機
械
的
、
化
学
的
、
酵
素
学
的
過
程
」
と
あ
っ
て
、
一
層
理
解
し
や
す
い
表
現
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
づ
い
て
、
別
の
意
味
で
つ
か
わ
れ
て
い
る
「
消
化
」
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

消
化
と
は
ま
た
製
薬
の
一
過
程
で
も
あ
る
。
す
こ
し
高
い
温
度
Ｉ
た
と
え
ば
砂
風
呂
の
中
に
お
い
た
り
、
し
ば
ら
く
日
光
に
さ
ら
し

て
お
く
な
ど
Ｉ
に
し
て
、
あ
る
固
形
物
を
水
や
ア
ル
コ
ー
ル
、
エ
ー
テ
ル
、
酸
な
ど
で
処
理
す
る
こ
と
で
あ
る
。

元
来
こ
の
語
は
化
学
者
か
ら
借
用
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
か
れ
ら
は
実
験
室
で
物
質
に
変
化
を
お
こ
す
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
方
法

で
、
胃
の
中
で
も
食
物
を
処
理
で
き
る
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
一
人
で
あ
る
フ
ァ
ン
・
ヘ
ル
モ
ン
ト
］
８
国
厩
目
印
届
く
鼬
ロ
函
①
］
‐

Ｂ
ｏ
具
（
勗
弓
‐
畠
造
）
が
、
こ
の
語
を
よ
く
使
用
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
蛇
足
と
も
お
も
え
る
こ
の
定
義
は
、
な
か
な
か
的
を
射
た
表
現
と

二
、
８
９
ざ
旨
「
煮
熟
」

大
便
の
排
泄
。
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消
化
生
理
学
の
研
究
史
上
、
最
初
の
、
も
っ
と
も
中
心
的
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
鴨
の
９
ｓ
昌
吊
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
こ
こ
に
は
の
月
呂
の

闇
⑩
冒
呂
の
ゞ
日
ｇ
里
昌
屋
目
ぐ
①
ロ
日
の
目
》
吋
吋
日
①
口
目
画
く
ｇ
日
の
目
》
の
月
盟
の
日
呂
①
〉
鴇
の
日
の
胃
己
の
五
種
の
同
義
語
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

冑
の
粘
膜
か
ら
分
泌
さ
れ
る
液
体
。
よ
く
経
験
す
る
よ
う
に
、
胃
か
ら
分
泌
さ
れ
た
液
体
と
、
横
隔
膜
の
上
部
に
あ
る
消
化
管
の
分
泌

液
の
混
合
物
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
混
合
物
な
の
で
、
も
っ
と
も
対
照
的
な
性
質
が
あ
ら
わ
れ
る
。
消
化
の
さ
い
、
強
力
に
は
た
ら
く

こ
の
よ
う
な
液
体
が
分
泌
さ
れ
る
こ
と
は
お
お
く
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
り
、
著
者
や
他
の
お
お
く
の
人
び
と
に
よ
っ
て
は
っ

き
り
証
明
さ
れ
て
い
る
。
ヒ
ト
で
は
塩
酸
と
酢
酸
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
著
者
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
酸
は
、
酵

素
で
あ
る
ペ
プ
シ
ン
と
関
連
が
あ
る
。
急
死
し
た
患
者
の
胃
液
は
腐
敗
し
、
冑
を
穿
孔
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
法
医
学
上
、
興
味

疾
患
の
際
に
お
き
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
「
煮
熟
期
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
。

液
体
病
理
学
者
た
ち
は
、
病
原
物
質
が
ｇ
巨
巳
ｑ
〕
８
９
５
口
．
①
ぐ
ｍ
２
目
○
口
の
三
段
階
を
へ
て
変
化
し
て
い
く
と
考
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち

「
排
出
」
さ
れ
る
以
前
の
状
態
が
「
煮
熟
」
で
あ
り
、
そ
の
時
期
を
「
煮
熟
期
」
と
名
づ
け
た
。
さ
す
が
医
史
学
に
通
暁
し
て
い
た
ダ
ン
グ

リ
ソ
ン
な
ら
で
は
の
解
説
で
あ
る
が
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
に
は
な
か
な
か
理
解
が
困
難
な
語
彙
で
あ
る
。
「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
」

に
は
己
○
弓
日
用
と
、
現
代
で
は
稀
に
し
か
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
し
め
さ
れ
て
い
る
。

自
ら
が
関
与
し
て
研
究
し
た
胃
液
中
の
遊
離
塩
酸
の
存
在
を
、
「
発
見
し
た
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、
実
は
冑
の
塩
酸
は
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
以

前
の
一
八
二
四
年
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
医
師
ト
ラ
ウ
ト
ヨ
旨
四
日
弓
日
目
（
弓
誤
‐
畠
ｇ
）
に
よ
っ
て
す
で
に
発
見
さ
れ
て
い
た
。
の
ち
に
の
べ

る
よ
う
に
胄
液
に
つ
い
て
の
ボ
ー
モ
ン
ト
と
の
共
同
研
究
は
、
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
に
と
っ
て
あ
ま
り
よ
い
思
い
出
で
は
な
か
っ
た
が
、
控
え
め

な
が
ら
も
そ
の
業
績
に
一
言
ふ
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
目
⑦
閉
房
晩
お
よ
び
局
号
ｇ
盲
「
麻
疹
」

に
は
己
○
弓
禺
胄
吊

三
、
晦
騨
、
寺
門
啓
⑤

あ
る
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

］
昌
ａ
の
弓
豆
淑
」

●
●
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そ
こ
で
Ｈ
号
①
○
面
を
み
る
と
、
先
の
日
①
閉
一
①
ｍ
よ
り
も
か
な
り
詳
細
な
記
述
で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
現
在
と
は
異
な
っ
て
、
Ｈ
ｇ
①
○
盲
の
方

が
繁
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
「
わ
た
し
は
赤
い
」
と
い
う
意
味
の
Ｈ
ｇ
①
○
か
ら
こ
の
語
は
派
生
し
た
こ
と
を
し
め
し
、
こ
れ

に
つ
づ
い
て
二
五
語
に
も
お
よ
ぶ
同
義
語
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
方
言
な
ど
地
方
語
が
い
く
つ
か
ふ
く
ま

れ
て
い
る
の
は
、
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
が
語
学
の
才
能
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

お
も
な
発
疹
性
疾
患
の
一
つ
。
だ
れ
も
が
罹
患
す
る
が
、
一
度
に
限
ら
れ
て
い
る
。
特
別
な
感
染
（
８
国
国
唱
○
目
）
に
よ
っ
て
発
症
す
る
。

発
疹
は
普
通
、
第
四
病
日
に
生
ず
る
が
、
あ
る
い
は
発
熱
後
第
三
日
、
第
五
日
、
第
六
日
の
こ
と
も
あ
る
。
発
疹
は
四
日
間
持
続
し
た

の
ち
、
解
熱
と
と
も
に
次
第
に
減
退
す
る
。
本
症
は
感
染
を
う
け
て
か
ら
一
○
日
か
ら
一
四
日
に
発
症
す
る
。
発
疹
は
は
じ
め
、
赤
く
、

は
っ
き
り
し
た
、
ほ
ぼ
円
形
の
点
を
し
め
し
、
ノ
ミ
の
刺
し
傷
よ
り
い
く
ぶ
ん
小
さ
い
。
数
が
増
加
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
癒
合
し
て

不
整
形
の
小
さ
い
斑
を
形
成
す
る
が
、
半
円
形
あ
る
い
は
半
月
形
に
近
づ
く
。
こ
れ
ら
の
斑
点
は
、
周
囲
に
単
独
の
円
形
の
斑
点
や
正

常
な
皮
層
が
介
在
し
て
い
る
。
…
…
発
疹
の
消
退
後
に
表
皮
の
落
屑
が
み
ら
れ
る
。
麻
疹
そ
の
も
の
は
危
険
で
は
な
い
が
、
冬
期
に
は

肺
炎
を
、
夏
期
に
は
下
痢
（
号
の
①
貝
の
暑
）
を
お
こ
し
や
す
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
時
に
は
生
命
の
危
険
が
と
も
な
う
こ
と
が
お
お
い
。
こ

れ
ら
は
発
疹
が
消
失
す
る
と
同
時
に
、
あ
る
い
は
そ
の
直
後
に
発
症
す
る
こ
と
が
お
お
く
、
そ
の
場
合
に
は
特
別
な
疾
患
と
し
て
治
療

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
麻
疹
に
は
一
般
的
な
抗
炎
症
治
療
が
必
要
で
あ
る
。
国
“
言
閏
に
よ
っ
て
真
菌
の
一
種
ミ
ミ
ミ
ミ
震
尽
§
が

患
者
の
血
液
や
喀
疾
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。

感
染
や
下
痢
に
上
記
の
よ
う
な
術
語
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
現
代
の
医
学
か
ら
み
る
と
奇
異
の
感
を
う
け
る
が
、
む
し
ろ
当
時
の
医

学
的
思
考
の
内
容
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
と
ら
え
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
落
屑
が
み
ら
れ
た
り
、
色
素
沈
着
に
ふ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
病

つ
ぎ
に
小
児
期
に
み
ら
れ
る
発
疹
性
疾
患
に
つ
い
て
の
記
述
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
「
第
一
病
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
ョ
８
堅
隅
で

は
、
吋
号
①
○
両
を
み
よ
と
の
一
語
し
か
記
載
が
な
い
・
ヒ
ト
の
疾
患
と
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
ブ
タ
の
條
虫
症
に
つ
い
て
の
記
述
が
こ
れ
に

つ
づ
く
だ
け
で
あ
る
。
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状
経
過
の
記
述
は
今
日
の
医
学
と
お
お
い
に
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
医
学
の
進
歩
と
み
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ハ
リ
ァ
ー
の

発
見
し
た
真
菌
が
、
麻
疹
の
病
原
体
で
な
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

発
見
し
た
真
菌
が
、
麻
疹

五
、
門
目
胃
冒
「
風
疹
」

こ
れ
で
は
風
疹
と
麻
疹
の
症
状
の
差
異
が
浮
彫
に
さ
れ
て
い
な
い
。
風
疹
を
麻
疹
と
は
別
の
疾
患
と
し
て
記
載
し
た
の
は
ド
イ
ツ
の
ゼ
ン

（
略
）

ネ
ル
ト
ロ
画
己
①
扇
ｇ
扁
詳
（
勗
囹
‐
勗
雪
）
で
あ
る
。
そ
れ
が
一
六
一
九
年
の
こ
と
な
の
で
、
本
来
な
ら
も
っ
と
明
確
な
表
現
の
記
述
も
可
能

で
あ
ろ
う
と
お
も
わ
れ
る
が
、
こ
の
二
病
の
鑑
別
が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
と
い
う
事
実
を
し
め
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
こ
こ
に
あ
る

ヒ
ル
デ
ン
ブ
ラ
ン
ト
と
は
、
発
疹
チ
フ
ス
に
古
典
的
な
分
類
を
こ
こ
ろ
み
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
医
師
旨
冨
画
己
ぐ
巴
①
貝
冒
国
旨
①
号
国
且

（
弓
露
‐
昴
屍
）
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
れ
に
「
第
三
病
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
「
猩
紅
熱
」
が
く
わ
わ
る
と
、
問
題
は
一
層
複
雑
に
な
る
。

ヒ
ル
デ
ン
ブ
ラ
ン
ト
と
は
、
発
一

（
弓
露
ｌ
昴
屍
）
で
あ
ろ
う
。
さ
』

六
、
胃
胃
盲
餘
冒
色
「
猩
紅
熱
」

の
８
１
禺
尉
は
「
深
紅
色
一
と

つ
ぎ
に
麻
疹
類
似
の
疾
患
と
し
て
有
名
な
吋
号
①
房
を
み
る
と
、
こ
れ
も
語
源
は
吋
号
①
○
で
あ
る
と
い
い
、
九
語
の
同
義
語
が
あ
げ
ら
れ
て

（
マ
マ
）

い
る
。
こ
の
な
か
に
は
⑦
閏
日
回
国
日
３
匹
８
両
○
号
里
邑
な
ど
馴
染
み
の
語
が
み
え
る
。

麻
疹
に
似
た
発
疹
症
の
一
種
。
と
き
に
猩
紅
熱
に
似
て
、
黒
ず
ん
だ
赤
色
の
発
疹
が
均
一
に
分
布
す
る
。
カ
タ
ル
症
状
は
な
く
、
感
染

し
な
い
。
予
後
は
き
わ
め
て
よ
い
。
麻
疹
と
猩
紅
熱
が
混
在
し
て
い
る
と
か
ん
が
え
る
人
も
い
る
。
は
じ
め
は
天
然
痘
と
混
同
さ
れ
て

い
た
。
円
匡
①
号
国
目
に
よ
っ
て
昌
冨
○
宮
と
よ
ば
れ
て
い
た
が
、
こ
の
語
は
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ふ
つ
う
麻
疹
に
限
定
さ

四
１
禺
尉
は
「
深
紅
色
」
と
い
う
意
味
の
ラ
テ
ン
語
で
あ
る
。
同
義
語
は
さ
ら
に
お
お
く
、
二
一
語
に
お
よ
ぶ
。

猩
紅
熱
の
特
徴
的
な
症
状
は
、
発
熱
第
二
日
こ
ろ
に
顔
面
や
頸
部
、
口
腔
に
あ
ら
わ
れ
る
深
紅
色
の
潮
紅
で
、
こ
れ
が
急
速
に
全
身
に

ひ
ろ
が
り
、
第
七
日
に
終
わ
る
。
お
お
き
く
二
種
類
に
わ
け
ら
れ
る
。
の
８
１
呂
国
、
鰹
目
亘
①
×
も
．
討
耳
尉
肋
．
房
昌
唱
Ｐ
の
．
閨
房
印
ご
四
目

な
ど
で
、
落
屑
、
ご
く
か
る
い
虚
脱
で
お
わ
る
。
他
は
め
．
四
眉
目
○
圏
》
の
．
冨
国
の
昏
日
言
８
》
の
．
の
旨
四
月
三
ｓ
》
の
．
日
旨
自
〕
国
警
①
侭
胃

い
た
。
帛
由
一

れ
て
い
る
。
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の
ｇ
吊
昏
ｇ
鼻
で
、
高
熱
を
発
し
、
咽
頭
に
は
潰
瘍
が
生
じ
、
つ
い
で
発
疹
が
あ
ら
わ
れ
、
広
範
囲
に
わ
た
る
こ
と
な
く
し
ば
し
ば
土

け
色
に
か
わ
る
。
最
重
症
形
の
⑳
．
日
農
瞥
四
．
の
．
喝
、
言
日
も
こ
れ
に
属
し
、
○
邑
目
の
悪
性
咽
頭
炎
と
一
致
す
る
。
猩
紅
熱
は
主
要

な
発
疹
性
疾
患
で
あ
り
、
主
と
し
て
小
児
の
疾
患
で
あ
る
。
発
疹
は
麻
疹
の
そ
れ
と
異
な
り
、
表
皮
に
落
屑
は
み
ら
れ
な
い
。
麻
疹
も

ま
た
カ
タ
ル
症
状
を
と
も
な
う
が
、
一
方
猩
紅
熱
の
合
併
症
は
咽
頭
炎
で
あ
る
。
本
症
に
は
つ
よ
い
感
染
性
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、

疑
わ
し
い
点
も
あ
る
。
発
酵
病
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
、
弓
皀
国
目
團
目
が
猩
紅
熱
と
命
名
し
た
。
単
純
な
猩
紅
熱
で
は
、
治
療
は
さ

し
て
必
要
で
は
な
い
が
、
抗
炎
症
性
の
治
療
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
：
．
．
：

こ
の
こ
ろ
流
行
し
て
い
た
猩
紅
熱
は
重
症
化
す
る
こ
と
が
お
お
く
、
む
し
ろ
麻
疹
よ
り
予
後
の
悪
い
疾
患
と
し
て
お
そ
れ
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
だ
け
に
記
載
が
詳
細
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
症
状
に
つ
い
て
は
「
麻
疹
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
表
皮
に
落
屑
は
み
ら
れ
な

い
」
と
、
今
日
わ
れ
わ
れ
が
理
解
し
て
い
る
両
者
の
症
状
と
は
ま
っ
た
く
正
反
対
の
表
現
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る
カ
レ
ン
は
、
臨
床
講
義
や

治
療
学
の
開
拓
者
と
し
て
名
高
い
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
の
内
科
医
言
晨
四
目
○
昌
呂
（
弓
ご
‐
弓
君
）
で
あ
り
、
フ
ァ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
の
人
口

動
態
統
計
の
創
始
者
と
し
て
名
高
い
言
晨
鼬
目
團
司
（
昂
弓
‐
屍
麗
）
で
あ
る
。
現
在
で
は
猩
紅
熱
の
命
名
者
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
の
ヒ
ポ
ク
ラ

テ
ス
」
と
た
た
え
ら
れ
た
シ
ド
ナ
ム
弓
冒
日
四
の
の
乱
①
ご
冨
日
（
畠
匿
ｌ
畠
＄
）
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

（
”
）

ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
は
医
史
学
に
造
詣
が
深
か
っ
た
。
学
生
に
講
義
を
お
こ
な
い
、
死
後
に
そ
れ
が
專
書
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
医
学
教

（
肥
）

育
上
、
医
史
学
の
重
要
性
を
つ
と
に
み
と
め
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
位
置
づ
け
た
。
し
か
し
か
れ
の
医
学
事
典
に
医
史
学
的
記
述
は
ほ

と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
や
ガ
レ
ノ
ス
に
つ
い
て
そ
の
項
目
は
あ
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
形
容
詞
と
し
て
使
用
し
て
い
る
駐
凰
①
の

函
５
９
９
目
８
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
顔
貌
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ガ
レ
ノ
ス
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
⑦
巴
ｇ
月
日
＆
目
扁
や

⑦
巴
ｇ
尉
旨
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
が
編
纂
し
た
辞
書
と
し
て
は
、
物
足
り
な
い
感
じ
を
ぬ
ぐ
え
な
い
。
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ま
た
あ
る
時
期
に
は
、
胃
に
は
い
っ
た
食
物
が
機
械
的
に
粉
砕
さ
れ
て
消
化
さ
れ
る
と
考
え
た
。
消
化
は
胃
と
い
う
攪
絆
器
、
あ
る
い
は

粉
砕
器
に
よ
る
食
物
の
単
な
る
粉
砕
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
摩
粥
と
い
わ
れ
て
い
る
乳
状
の
塊
に
変
化
さ
せ
る
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
た
の

で
あ
る
。
時
代
は
消
化
の
化
学
変
化
説
に
か
た
む
い
て
は
い
た
も
の
の
、
胃
液
中
の
遊
離
塩
酸
や
消
化
酵
素
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の

は
、
一
九
世
紀
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
八
三
三
年
早
々
に
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
は
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
大
統
領
の
私
設
秘
書
を
つ
と
め
て
い
た
友
人
の
ト
リ
ス
ト

冒
８
－
閉
弓
風
解
（
扇
９
１
勗
謹
）
を
つ
う
じ
て
、
初
代
の
陸
軍
軍
医
総
監
ラ
ヴ
ェ
ル
旨
の
①
ｇ
Ｐ
ｏ
く
呂
弓
餡
‐
屍
韻
）
か
ら
ボ
ー
モ
ン
ト
の
実

（
凶
）

験
に
参
加
す
る
よ
う
に
と
の
依
頼
を
う
け
た
。

マ
ス
ヶ
ッ
ト
銃
に
よ
る
偶
発
的
な
外
傷
の
結
果
、
胃
に
瘻
孔
を
つ
く
っ
た
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
人
サ
ン
・
マ
ル
タ
ン
と
①
〆
尉
凹
・
巨
冑
ご
ロ

弓
雪
‐
扇
ぎ
）
に
つ
い
て
、
陸
軍
軍
医
の
ボ
ー
モ
ン
ト
ョ
昌
国
目
困
８
口
日
○
日
（
弓
閉
Ｉ
届
閉
）
が
詳
細
な
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
一
八

二
二
年
六
月
の
あ
る
日
、
一
九
歳
の
サ
ン
・
マ
ル
タ
ン
は
三
フ
ィ
ー
ト
の
至
近
距
離
か
ら
腹
部
に
貫
通
銃
創
を
う
け
た
。
近
く
の
砦
か
ら
か

け
つ
け
た
ボ
ー
モ
ン
ト
の
懸
命
の
治
療
に
よ
っ
て
一
命
は
と
り
と
め
た
も
の
の
、
周
囲
二
イ
ン
チ
半
ほ
ど
の
胄
瘻
が
の
こ
っ
て
し
ま
っ
た
。

ボ
ー
モ
ン
ト
は
一
八
二
五
年
か
ら
こ
の
瘻
孔
を
と
お
し
て
食
物
を
摂
取
し
た
と
き
の
胃
の
運
動
や
、
正
常
の
胃
の
粘
膜
の
外
観
、
食
物
を
摂

（
鋤
）

取
し
た
と
き
に
か
ぎ
っ
て
胄
液
が
分
泌
さ
れ
る
と
い
う
事
実
、
さ
ら
に
は
冑
の
内
部
で
の
消
化
の
状
況
を
観
察
し
た
。

消
化
生
理
学
の
歴
史
的
推
移
を
み
る
と
、
あ
る
時
期
は
化
学
的
発
酵
あ
る
い
は
沸
騰
と
い
う
考
え
方
が
主
流
を
し
め
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
消
化
の
化
学
的
変
化
説
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
胄
液
に
ふ
く
ま
れ
る
物
質
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
本

態
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
胃
液
の
作
用
よ
り
も
、
唾
液
そ
の
も
の
に
消
化
を
促
進
す
る
何
も
の
か
が
ふ
く

ま
れ
て
い
る
と
し
た
時
代
も
あ
っ
た
。

ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
消
化
生
理
学
へ
の
貢
献
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「
発
酵
」
と
い
う
言
葉
は
胃
の
内
部
で
お
こ
っ
て
い
る
変
化
を
さ
す
術
語
と
し
て
も
ち
い
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
ふ
く
む
意
味
に
つ
い
て

は
か
な
り
暖
昧
な
も
の
が
あ
り
、
一
六
’
一
七
世
紀
に
は
お
お
く
の
混
乱
が
み
ら
れ
て
い
た
。
気
ま
ぐ
れ
な
錬
金
術
の
時
代
を
反
映
し
て
、

空
理
・
空
論
が
横
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
八
世
紀
に
い
た
っ
て
レ
オ
ミ
ュ
ー
ル
罰
の
愚
醇
昌
９
月
号
詞
圏
匡
目
員
（
勗
認
‐
ミ
ヨ
）
や
ス

パ
ラ
ン
ッ
ァ
ー
ニ
旨
圃
閏
○
普
巴
冨
口
愚
昌
（
弓
賠
‐
弓
邉
）
の
す
ぐ
れ
た
研
究
に
よ
っ
て
、
こ
の
領
域
で
長
く
支
配
的
で
あ
っ
た
粉
砕
説
が
し

り
ぞ
け
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
腐
敗
説
や
発
酵
説
に
も
打
撃
を
あ
た
え
て
い
た
。
し
か
し
近
代
化
学
の
勃
興
と
い
う
時
期
を
ま
た
な
け
れ
ば
、
消

（
釦
）

化
生
理
学
の
正
し
い
知
識
へ
の
到
達
は
困
難
で
あ
っ
た
。

ボ
ー
モ
ン
ト
に
と
っ
て
は
貴
重
な
実
験
試
料
で
あ
る
が
、
観
察
さ
れ
る
サ
ン
・
マ
ル
タ
ン
は
「
人
間
試
験
管
」
で
あ
る
こ
と
を
き
ら
っ
て

い
た
。
こ
の
両
者
の
問
に
は
感
情
的
な
軋
礫
が
あ
り
気
ま
ず
い
関
係
が
持
続
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
関
係
で
実
験
を
継
続
す
る
こ
と

は
ボ
ー
モ
ン
ト
に
と
っ
て
も
か
な
り
の
忍
耐
を
必
要
と
し
た
。
ボ
ー
モ
ン
ト
は
い
や
が
る
サ
ン
・
マ
ル
タ
ン
を
な
だ
め
た
り
、
す
か
し
た
り

（
塊
）

し
て
お
こ
な
っ
た
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
て
、
ラ
ヴ
ェ
ル
軍
医
総
監
の
校
閲
を
へ
て
一
八
二
五
年
に
論
文
を
発
表
し
た
。

徒
弟
と
し
て
医
学
教
育
を
う
け
た
に
す
ぎ
な
い
ボ
ー
モ
ン
ト
は
、
そ
れ
以
上
の
実
験
を
ど
の
様
に
す
す
め
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
見
当
が

（
認
）

つ
か
な
か
っ
た
の
で
、
ラ
ヴ
ェ
ル
に
助
力
を
も
と
め
た
。
そ
こ
で
ラ
ヴ
ェ
ル
か
ら
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
ヘ
の
要
請
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ダ
ン
グ

リ
ソ
ン
は
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
も
む
い
て
こ
の
実
験
に
参
加
し
、
ボ
ー
モ
ン
ト
に
お
お
く
の
助
言
を
あ
た
え
た
。
ボ
ー
モ
ン
ト
は
採
取
し

た
胃
液
の
化
学
分
析
を
、
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
と
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
シ
リ
マ
ン
、
①
且
四
目
目
淫
旨
日
四
国
自
己
‐
畠
置
）
に
依
頼
し
た
。
ダ
ン
グ
リ

ソ
ン
は
胃
液
の
主
な
内
容
は
塩
酸
で
あ
る
こ
と
報
告
し
た
。
シ
リ
マ
ン
も
同
様
な
結
果
を
え
た
が
、
か
れ
は
自
ら
の
結
果
に
満
足
せ
ず
、
資

料
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
有
名
な
化
学
者
で
あ
る
ベ
ル
ッ
ェ
リ
ウ
ス
さ
ロ
の
］
農
８
国
①
愚
①
旨
の
（
弓
ご
‐
屍
岳
）
に
も
お
く
る
よ
う
に
と
依
頼

（
型
）

し
た
。
ボ
ー
モ
ン
ト
は
、
胄
液
の
中
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
消
化
作
用
を
も
っ
た
第
二
の
物
質
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
が

の
ち
に
シ
ュ
ワ
ン
弓
馬
＆
日
の
目
言
四
口
ロ
（
畠
己
‐
畠
隠
）
に
よ
っ
て
ペ
プ
シ
ン
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
（
一
八
三
五
年
）
。
当
時
の
化
学
分

析
の
レ
ベ
ル
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
消
化
物
質
の
分
析
は
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
二
人
の
研
究
に
よ
っ
て
今
日
の
消
化
生
理
学
の
第
一
歩
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ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
湖
水
地
方
の
ケ
ス
ウ
ィ
ッ
ク
で
、
一
七
九
八
年
一
月
四
日
に
生
ま
れ
た
（
図
四
）
。
お
じ
に
あ
た
る
人

が
西
イ
ン
ド
諸
島
で
果
樹
園
を
経
営
し
て
成
功
し
て
い
た
の
で
、
そ
こ
の
後
継
者
に
な
る
こ
と
を
の
ぞ
ん
で
い
た
が
、
そ
の
お
じ
が
死
亡
し

た
た
め
に
こ
の
希
望
を
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
は
医
師
に
な
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
ざ
し
て
、
一
七
歳
の
と
き
に
ケ
ス
ウ
ィ
ッ
ク
の
外
科
医
で
あ
る
エ
ド
モ
ン
ソ
ン

］
○
言
固
Ｑ
日
○
目
の
○
口
の
徒
弟
に
は
い
っ
た
。
つ
い
で
ロ
ン
ド
ン
に
で
て
、
優
秀
な
産
科
医
へ
イ
ド
ン
○
冨
閏
房
の
国
且
①
ロ
（
弓
盟
‐
屍
隠
）
の
助

手
に
な
っ
た
。
ヘ
イ
ド
ン
か
ら
は
医
学
知
識
を
学
ん
だ
ば
か
り
で
な
く
、
音
楽
に
た
い
す
る
興
味
も
う
え
つ
け
ら
れ
た
。

医
学
学
習
の
意
欲
に
も
え
た
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
は
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
に
ま
な
ん
だ
。
こ
の
こ
ろ
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
は
医
学
教
育
の
中
心
地

と
し
て
ロ
ン
ド
ン
を
し
の
い
で
、
そ
の
名
は
ョ
－
ロ
ッ
パ
中
に
し
れ
わ
た
っ
て
い
た
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
正
規
の
医
学
教
育
は
お
こ
な
わ
れ
て

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
性
々
に
あ
り
が
ち
で
は
あ
る
が
、
消
化
生
理
学
の
歴
史
を
種
々
の
医
史
学
の
成
書
に
つ
い
て
み
る
と
き
、
ボ
ー
モ
ン

ト
の
名
は
あ
げ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
実
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、

ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
非
難
も
あ
な
が
ち
独
り
よ
が
り
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

（
銘
）

及
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

（
型
）

ボ
ー
モ
ン
ト
が
自
ら
の
著
書
と
し
て
出
版
し
た
の
で
、
ボ
ー
モ
ン
ト
の
業
績
と
し
て
評
価
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン

（
坊
）

は
ボ
ー
モ
ン
ト
の
対
応
が
疎
略
に
す
ぎ
る
と
感
じ
て
い
た
。
ボ
ー
モ
ン
ト
は
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
ヘ
の
感
謝
の
意
を
あ
ら
わ
す
に
あ
た
っ
て
、
他

の
人
び
と
と
同
列
に
お
い
た
ご
く
普
通
の
表
現
を
も
ち
い
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
と
エ
メ
ッ
ト
］
○
言
思
茸
①
ご
同
日
①
艮
弓
承

（
”
）

‐
畠
怠
）
が
お
こ
な
っ
た
胄
液
の
化
学
的
分
析
を
引
用
し
な
が
ら
も
そ
の
こ
と
に
は
ふ
れ
ず
、
胄
液
の
顕
微
鏡
的
検
査
に
関
与
し
た
こ
と
に
言

（
Ｔ
ｍ
）

が
は
じ
め
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

（
調
）

医
学
教
育
者
と
し
て
の
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
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ロ
ン
ド
ン
に
か
え
っ
て
一
八
一
八
年
に
、
ロ
ン
ド
ン
王
立
外
科
学
会
と
ロ
ン
ド
ン
薬
剤
師
協
会
か
ら
免
許
を
取
得
し
て
開
業
医
生
活
に
は

い
っ
た
。
開
業
医
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
も
と
に
、
ト
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
使
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
ギ
ル
マ

ー
蜀
国
胃
耐
君
巴
庶
民
Ｑ
百
円
目
ｇ
‐
勗
思
）
が
、
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
た
の
は
一
八
二
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
第
三
代
大
統
領
を
退
任
し
た
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
創
立
に
あ
た
っ
て
、
内
科
と
解
剖
学
、
さ

（
喝
）

ら
に
は
医
史
学
な
ど
多
方
面
の
領
域
に
わ
た
っ
て
講
義
を
担
当
し
う
る
教
授
を
も
と
め
た
。
こ
の
方
針
に
そ
っ
て
人
選
が
す
す
め
ら
れ
た
が
、

ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
医
師
に
は
適
任
者
は
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
よ
り
「
高
い
科
学
知
識
、
教
師
と
し
て
の
資
質
、
品
行
方
正
な
人
格
と
倫

（
鋤
）

理
性
を
も
っ
た
」
人
物
を
海
外
に
も
と
め
て
、
ギ
ル
マ
ー
を
イ
ギ
リ
ス
に
派
遣
し
た
。
ギ
ル
マ
ー
か
ら
相
談
を
う
け
た
バ
ー
ク
ベ
ッ
ク
の
①
目
‐

帰
国
儲
与
の
ｏ
買
冒
中
届
筐
）
Ｉ
ロ
ン
ド
ン
カ
学
研
究
所
創
立
者
の
一
人
ｌ
は
、
そ
れ
に
相
応
し
い
人
物
と
し
て
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
を
推
薦

し
、
ギ
ル
マ
ー
と
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
問
に
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
に
お
い
て
解
剖
学
、
外
科
学
、
医
史
学
、
生
理
学
、
薬
物
学
、
薬
理
学
な

↑
め
ろ
ア
フ
。

簔
れ
が
医
学
教
育
に
情
熱
を
か
た
む
け
て
、
「
ア
メ
リ
カ
最
高
の
医
学
教
育
者
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
道
が
ひ
ら
か
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で

蕊

縁
蕊

鶏
鱗 磯

蕊毎JP毎
詐"41::職1職競砿蕊職潔:辮織瀧”’零$燕織:』
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（
皿
）

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
は
一
八
二
五
年
三
月
七
日
に
、
六
八
名
の
学
生
で
開
学
す
る
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
こ
と
お
よ
そ
一
ヶ
月
、
ダ
ン
グ
リ

ソ
ン
は
前
年
に
結
婚
し
た
新
妻
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
に
わ
た
っ
た
。

ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
は
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、
四
五
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ジ

ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
医
科
大
学
な
ど
で
解
剖
学
、
薬
理
学
、
生
理
学
な
ど
の
講
義
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
医
学
教
育
の
分
野
に
お
い
て
、
と
く
に

わ
す
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
物
で
あ
る
。

こ
の
間
に
学
生
の
講
義
用
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
一
八
二
三
年
に
輯
言
ミ
魯
苫
、
ど
の
ミ
侯
迄
を
出
版
し
た
。
こ
れ
は
高
い
評
価
を
え
て
、
一

八
五
六
年
ま
で
に
七
版
を
か
さ
ね
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
数
多
く
の
著
作
を
出
版
し
、
几
帳
面
で
論
理
的
な
記
述
に
よ
っ
て
医
学
事
典
を
編
纂

し
た
が
、
こ
れ
は
医
学
生
時
代
か
ら
の
性
格
に
ね
ざ
す
も
の
で
、
か
れ
が
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
の
学
生
時
代
に
と
っ
た
講
義
ノ
ー
ト
を
分
析

（
犯
）

し
た
ジ
ョ
ー
ン
ズ
ら
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
論
理
的
な
思
考
と
編
集
者
と
し
て
の
勤
勉
さ
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い
た
、
と
の
べ
て
い
る
。

一
八
二
四
年
か
ら
一
八
三
三
年
ま
で
ア
メ
リ
カ
で
最
初
の
医
史
学
の
講
義
も
お
こ
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
死
後
、
息
子
リ
チ
ャ
ー
ド
の
手

に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
、
一
八
七
二
年
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
リ
ン
ゼ
イ
・
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
社
か
ら
出
身
ざ
ご
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
と
し
て
出
版

（
Ⅳ
）

さ
れ
た
。
リ
チ
ャ
ー
ド
の
序
文
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
講
義
を
お
こ
な
う
に
あ
た
っ
て
参
考
に
し
た
文
献
は
、
フ
レ
イ
ン
ド
］
○
目
印
里
且

（
詔
）
（
別
）

（
晟
計
‐
弓
麗
）
や
シ
ュ
プ
レ
ン
ゲ
ル
尿
匡
風
智
吋
①
侭
里
（
弓
急
Ｉ
畠
溺
）
な
ど
の
医
史
学
の
成
書
で
あ
っ
た
と
い
う
。

現
在
わ
れ
わ
れ
が
よ
く
参
考
に
す
る
ノ
イ
ブ
ル
ガ
ー
や
ガ
リ
ソ
ン
、
カ
ス
チ
ィ
リ
オ
ー
ニ
、
シ
ン
ガ
ー
な
ど
の
成
書
は
、
こ
の
こ
ろ
ま
だ

出
版
さ
れ
て
い
な
い
。
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
「
医
学
史
』
は
二
八
七
頁
と
い
う
薄
手
の
書
物
で
は
あ
る
が
、
ひ
ろ
い
視
野
か
ら
医
史
学
を
な
が

め
て
お
り
、
と
く
に
ヒ
ン
ズ
ー
医
学
、
中
国
と
日
本
の
医
学
、
シ
ジ
ア
医
学
、
ケ
ル
ト
族
の
医
学
な
ど
、
現
在
で
も
西
欧
の
医
史
学
書
が
と

り
あ
げ
な
い
よ
う
な
話
題
に
言
及
し
て
い
る
の
で
、
ア
メ
リ
カ
で
最
初
の
医
史
学
書
と
し
て
お
お
い
に
歓
迎
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
後
年

無
償
貸
与
Ｉ
が
む
す
ば
れ
た
。

ど
の
講
義
を
お
こ
な
う
契
約
ｌ
年
俸
千
五
百
ド
ル
と
学
生
一
人
に
つ
い
て
二
五
’
五
○
ド
ル
の
授
業
料
の
徴
収
、
そ
し
て
庭
付
き
住
宅
の
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医
学
教
育
面
ば
か
り
で
な
く
、
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
は
歴
代
大
統
領
の
主
治
医
と
し
て
か
れ
ら
の
治
療
に
た
ず
さ
わ
り
、
そ
の
臨
終
に
も
立
ち

会
っ
て
い
る
。
か
れ
を
ア
メ
リ
カ
に
招
請
し
た
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
第
四
代
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
マ
デ
ィ
ソ
ン
、
第
五
代
ジ

ェ
イ
ム
ズ
・
モ
ン
ロ
ー
、
第
七
代
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
か
れ
の
患
者
で
あ
る
。

ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
は
中
肉
中
背
で
、
ち
ぢ
れ
毛
の
ハ
ン
サ
ム
な
男
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
後
年
に
な
る
と
恰
幅
が
よ
く
な
り
、
す
こ
し
太
り

気
味
に
は
な
っ
た
が
：
．
．
：
。
一
八
六
八
年
の
春
に
は
健
康
を
害
し
て
教
授
職
を
辞
し
て
お
り
、
最
終
講
義
は
毎
年
の
最
後
の
講
義
と
同
様
「
死

（
鋤
）

に
つ
い
て
」
で
あ
っ
た
。
翌
一
八
六
九
年
四
月
一
日
に
大
動
脈
弁
の
疾
患
で
死
亡
し
た
。
解
剖
の
結
果
か
れ
の
脳
は
、
平
均
値
よ
り
も
五
オ

（
銘
）

ン
ス
も
お
も
か
っ
た
と
い
う
。

理
学
の
教
科
書
や
医
学
辞
典
、
医
史
学
淳

い
か
に
も
残
念
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

と
い
え
よ
こ
っ
。

奥
山
虎
章
の
『
医
語
類
聚
』
と
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
『
医
学
事
典
』
を
比
較
検
討
し
た
。
奥
山
本
が
た
と
え
単
語
帳
ほ
ど
の
分
量
で
あ
っ
た

と
は
い
え
、
明
治
初
年
の
わ
が
国
の
英
語
医
学
の
学
習
上
に
果
た
し
た
貢
献
は
、
け
っ
し
て
す
ぐ
な
く
な
か
っ
た
。

ま
た
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
経
歴
と
、
か
れ
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
医
学
教
育
に
お
い
て
き
づ
い
た
お
お
く
の
業
績
に
つ
い
て
も
ふ
れ
た
。

本
論
文
の
要
旨
は
一
九
九
六
年
六
月
二
二
日
札
幌
に
お
け
る
第
九
七
回
日
本
医
史
学
会
総
会
、
お
よ
び
一
九
九
七
年
二
月
二
三
日
洋
学
史
学
会
例

（
弱
）

の
こ
と
で
は
あ
る
が
ガ
リ
ソ
ン
は
そ
の
著
書
で
「
素
晴
ら
し
い
医
史
学
書
」
と
賞
賛
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
あ
ら
わ
し
て
い
る

ガ
リ
ソ
ン
。

、
（
隅
ｕ
一

戸
、
聖
Ｊ
』

に
す
ぎ
な
い
。

お
わ

り
モ
ー
ト
ン
の
医
学
文
献
集
に
は
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
文
献
と
し
て
は
車
胃
胃
、
ミ
ミ
ミ
ミ
詞
、
が
た
だ
一
書
あ
げ
ら
れ
て
い
る

モ
ー
ト
ン
は
別
の
著
書
で
は
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
に
つ
い
て
、
「
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
の
、
ア
メ
リ
カ
最
初
の
専
任
の
医
学
教
授
。
生

（
訂
）

や
医
学
辞
典
、
医
史
学
に
つ
い
て
の
ア
メ
リ
カ
で
最
初
の
著
者
」
と
の
べ
て
い
る
。
さ
き
の
文
献
集
の
記
述
と
の
不
一
致
は
、

に
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会
に
お
い
て
発
表
し
た
。

槁
を
お
え
る
に
あ
た
り
ご
指
導
、
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
酒
井
シ
ヅ
教
授
に
感
謝
す
る
。

（
９
）
ゲ
ミ
ル
の
前
掲
論
文
に
の
る
出
版
年
と
、
文
献
（
岨
）
に
ふ
さ
れ
た
脚
注
（
一
四
七
’
一
四
八
頁
）
に
あ
る
出
版
年
と
は
わ
ず
か
な
が
ら
差

異
が
み
と
め
ら
れ
る
。
表
一
に
そ
の
差
異
を
し
め
し
た
。

（
皿
）
本
書
の
序
文
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
自
伝
に
は
「
こ
の
こ
ろ
医
学
生
が
唯
一
使
用
し
う
る
の
は
フ
ー
パ
ー
の
辞
典
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
月

並
み
な
辞
典
で
、
二
○
年
間
も
ほ
と
ん
ど
改
訂
の
手
が
く
わ
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
［
文
献
（
四
）
四
四
頁
］
。

（
８
）
の
①
日
日
ご

「
や
函
」
や
『
函

（
６
）
奥
山
虎
章
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
文
献
に
く
わ
し
い
。
深
瀬
泰
且
『
医
語
類
聚
』
の
著
者
海
軍
大
軍
医
奥
山
虎
章
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』

四
二
巻
二
九
’
四
七
頁
平
成
八
年

（
７
）
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
（
一
八
三
四
’
一
九
○
一
）
は
ロ
ブ
リ
ー
の
三
男
（
第
四
子
）
で
、
一
八
五
八
年
に
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
大
学
を
卒

注
と
参
考
文
献

（
１
）
阿
知
波
五
郎
「
明
治
初
期
英
米
系
医
学
訳
書
原
著
と
そ
の
性
格
」
『
日
本
英
学
史
研
究
会
研
究
報
告
三
七
号
」
一
’
一
六
頁
昭
和
四
○
年

（
後
に
「
明
治
初
年
の
英
語
医
学
辞
書
」
お
よ
び
「
明
治
初
期
の
英
語
医
学
Ｉ
英
米
医
学
訳
書
の
原
著
と
そ
の
性
格
」
と
し
て
『
近
代
日

本
の
医
学
Ｉ
西
欧
医
学
受
容
の
軌
跡
Ｉ
』
一
九
八
二
年
思
文
閣
出
版
に
収
録
）

（
２
）
長
門
谷
洋
治
「
近
代
日
本
に
お
け
る
外
人
宣
教
医
の
研
究
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
一
六
巻
一
’
四
四
頁
昭
和
四
五
年

（
３
）
新
潟
大
学
医
学
部
学
士
会
編
「
新
潟
大
学
医
学
部
七
十
五
年
史
』
上
七
七
’
七
八
頁
平
成
六
年

（
４
）
こ
の
こ
ろ
の
海
軍
病
院
は
診
療
部
門
だ
け
で
な
く
、
海
軍
全
般
の
医
療
衛
生
面
の
行
政
・
管
理
部
門
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い
た
。
奥
山
虎
章
は

こ
こ
に
勤
務
し
、
ま
た
こ
こ
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
ホ
イ
ー
ラ
ー
の
講
義
の
翻
訳
や
通
訳
に
あ
た
っ
て
い
た
。

（
５
）
わ
た
く
し
の
所
蔵
す
る
初
版
本
は
奥
付
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
正
確
な
発
行
日
は
不
明
で
あ
る
。
扉
や
序
文
か
ら
明
治
六
年
で
あ
る
こ
と
を

業
し
た
医
師
で
あ
る
。

の
①
日
日
筐
．
○
彦
巴
白
田

し
る
に
す
ぎ
な
い
。

Ｆ
“
詞
○
亘
①
田
口
言
］
哩
耐
○
【
肘
巨
貝
さ
口
幽
ご
旦
冒
①
ｇ
ｏ
巴
の
ｇ
の
ロ
の
①
．
届
閾
．
國
昌
：
冥
員
』
冒
冥
ミ
、
輿
お
酌
ご
』
Ｉ
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（
肥
）
深
瀬
泰
旦
「
病
名
の
由
来
風
疹
」
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
一
七
巻
二
九
九
頁
一
九
八
九
年

（
Ⅳ
）
ロ
巨
眉
房
Ｃ
目
・
罰
（
）
三
里
亀
尉
ざ
ご
ミ
ミ
ミ
ミ
蔦
尋
。
ミ
等
、
園
ミ
曽
出
鴇
吻
さ
尋
、
９
蒼
蒼
§
愚
営
、
ミ
ミ
尋
⑲
ご
ざ
ミ
ミ
尋
○
ミ
ミ
ミ
．

シ
司
巴
侭
①
Ｑ
ｍ
ｐ
ｑ
両
昌
肘
・
ず
望
罰
冒
壺
画
ａ
ｏ
ｐ
ｐ
哩
尉
○
口
Ｆ
旨
の
画
竜
曽
己
囚
巴
肉
尉
８
口
》
屍
己

（
肥
）
の
①
白
白
筐
》
○
ゴ
巴
日
①
勗
伊
典
弓
ロ
①
両
旦
匡
の
胃
ご
ロ
巴
芦
「
９
戸
ａ
”
○
亘
の
】
ロ
匡
口
哩
耐
○
Ｐ
三
・
ロ
．
胃
言
①
ご
ｐ
ご
閏
凰
ご
ｇ
く
胃
唱
ロ
園
．
罰
碕
営
曽

壹
寿
ｓ
局
ミ
ニ
寄
菖
尋
唇
、
司
望
ご
ｌ
い
つ
④
」
宗
つ

（
⑬
）
詞
四
口
宮
房
い
閏
冒
‐
一
座
〆
・
の
具
叩
弓
琶
の
少
匡
さ
豆
○
ぬ
国
口
巨
の
堅
鈩
ご
画
旦
詞
○
ｚ
①
望
口
巨
邑
哩
尉
ｇ
］
》
旨
．
己
．
己
、
画
鼠
．
』
宝
罵
浅
、
言
－
．
の
自
．
麗
恥
呼
冒

由
届
邑
田
．
こ
の
論
文
の
五
○
頁
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
別
）
一
九
歳
で
受
傷
し
た
サ
ン
・
マ
ル
タ
ン
は
胄
瘻
を
も
っ
た
ま
ま
、
一
八
八
○
年
に
八
三
歳
の
高
齢
で
死
亡
し
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
オ
ス
ラ
ー

は
こ
の
貴
重
な
患
者
の
遺
体
を
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
無
理
な
ら
せ
め
て
冑
だ
け
で
も
病
理
解
剖
さ
せ
て
ほ
し
い
と
熱
心
に
ね
が
っ
た
が
、
遺

族
の
反
対
に
あ
っ
て
か
な
わ
な
か
っ
た
と
い
う
（
旨
①
三
①
『
ゞ
Ｐ
Ｃ
薑
四
○
》
国
貧
。
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
も
』
臼
国
罠
尉
８
コ
己
ミ
）
。

（
妬
）
『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
全
集
」
で
は
「
古
い
医
術
に
つ
い
て
」
（
第
一
八
節
お
よ
び
第
一
九
節
）
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
小
川
政
恭

訳
や
大
槻
真
一
郎
訳
で
は
「
煮
熟
」
、
今
裕
訳
で
は
「
煮
沸
」
と
翻
訳
し
て
い
る
。
小
川
政
恭
訳
「
古
い
医
術
に
つ
い
て
」
『
古
い
医
術
に
つ

い
て
』
五
九
’
八
四
頁
岩
波
書
店
昭
和
四
三
年
。
大
槻
真
一
郎
訳
「
古
来
の
医
術
に
つ
い
て
」
『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
全
集
』
六
九
’
九
六
頁

エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ス
一
九
八
五
年
。
今
裕
訳
「
古
代
医
学
言
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
全
集
』
一
九
’
三
六
頁
岩
波
書
店
昭
和
六
年
複
刻
版
名

へへ

1413
……

（
岨
）
「
ス
テ
ッ
ド
マ
ン
医
学
大
辞
典
」
改
訂
第
三
版
メ
ジ
カ
ル
ビ
ュ
ー
社
一
九
九
二
年
。
本
書
は
原
著
第
二
五
版
（
一
九
九
○
）
の
翻
訳
書
で

（
、
）
術
語
を
語
源
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
解
説
を
く
わ
え
る
と
い
う
手
法
は
、
本
書
の
後
継
害
と
い
わ
れ
て
い
る
ス
テ
ッ
ド
マ
ン
の
「
医
学
辞
典
』
に

著
刊
行
会
昭
和
五
三
年

ミ
ミ
急
ミ
討
亀
署
寿
亀
胃
ミ

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

斗
衲
）
ブ
（
》
０

も
継
承
さ
れ
て
い
る

望
亀
ご
畠
苫
啄
ミ
ミ
計
ミ
ロ
胃
号
苫
昌
量
．
麗
号
＆
、
乏
晨
国
日
ｍ
陣
二
三
蚕
扇
ら
顎

「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
」
に
は
記
載
が
あ
る
も
の
の
、
手
許
の
英
和
辞
典
や
医
語
辞
典
に
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ｂ
二
言
蚕
興
ず

ミ
鼠
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
胃
ミ
ロ
ミ
ミ
ミ
こ
（
麗
昏
ａ
・
岳
程
）
た
だ
一
書
に
み
ら
れ
る
が
、
ご
く
簡
単
に
「
煮
沸
の
過
程
」
と
「
消
化
」
と
記
さ
れ
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国
５
口
》
］
○
冒
甸
．
＆
．
”
稗
奇
凰
凰
記
、
ミ
ミ
鴇
営
罫
⑯
患
§
ご
具
、
ご
§
量
堕
も
』
＄
Ｑ
国
１
朋
○
弓
冒
日
射
ら
ぢ

（
割
）
国
の
×
ロ
関
》
苛
目
の
的
目
．
伽
。
。
ミ
ミ
②
ｏ
誌
配
ミ
蔚
言
鳥
顛
§
尽
爵
旦
淫
ミ
心
亀
ｓ
誌
ミ
ミ
ミ
篇
も
函
弓
由
置
己
○
ぐ
閏
ご
＄
）
し
か
し
ベ
ル
ッ
ェ

リ
ウ
ス
か
ら
の
返
答
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

（
妬
）
ロ
具
ご
》
〕
○
冒
叩
、
ご
ミ
国
ミ
尽
爵
さ
ミ
ミ
房
ミ
粋
詩
苫
侭
』
国
斡
。
ご
曼
垂
ミ
、
菖
冒
苫
ミ
ミ
ミ
罵
画
且
ａ
も
』
ｓ
山
己
ご
場

（
妬
）
罰
四
急
筐
）
留
日
巨
里
開
．
》
弓
胃
シ
昌
○
亘
○
喝
呂
巨
の
巴
シ
ロ
画
旦
詞
○
匡
里
ロ
ロ
侭
房
目
．
旨
・
ロ
ご
曽
虜
．
レ
ミ
心
涜
、
富
．
き
、
．
麗
畠
皀
由
届

こ
＄
．
こ
の
論
文
の
五
二
頁
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
”
）
エ
メ
ッ
ト
は
一
八
二
五
年
に
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
と
同
じ
条
件
で
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
博
物
学
教
授
に
就
任
し
、
一
八
二
七
年
化
学
と
薬
物
学
の

主
任
教
授
に
昇
進
し
た
・
冨
○
二
言
目
の
言
〕
餌
ご
己
ぐ
の
耐
ご
旦
冨
侭
言
冨
》
の
↑
《
罰
刷
威
》
冒
号
①
閏
の
ｓ
ｑ
ａ
富
①
島
８
－
両
目
の
目
○
口
．
惠
碕
営
冒

弓
寺
ｓ
ｎ
ミ
弩
、
ｏ
葛
罫
唇
や
、
”
扇
、
山
臼
ら
の
、

（
犯
）
ボ
ー
モ
ン
ト
の
依
頼
を
う
け
た
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
は
、
同
僚
の
ジ
ョ
ン
・
エ
メ
ッ
ト
と
共
同
で
、
胃
液
の
化
学
的
分
析
と
と
も
に
、
胃
液
や
い

ろ
い
ろ
な
食
物
か
ら
で
き
た
廃
粥
の
顕
微
鏡
的
検
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
国
邑
①
ご
］
〉
］
①
３
目
①
号
弓
三
園
日
屏
幽
匡
ョ
○
貝
詞
○
匡
亀

ロ
〔
昌
哩
耐
○
員
四
国
ロ
号
①
勺
三
面
ｑ
①
言
三
画
も
茸
冒
凰
巳
○
四
の
厨
．
畠
鼬
冴
『
：
吾
寺
画
．
困
印
甲
冒
ご
弓

（
別
）
川
喜
田
愛
郎
『
近
代
医
学
の
史
的
基
盤
」
下
六
七
九
頁
岩
波
書
店
一
九
七
七
年

（
躯
）
一
八
二
五
年
に
ま
ず
ラ
ヴ
ェ
ル
の
名
で
一
編
（
ミ
ミ
房
ミ
旬
８
ミ
ミ
．
Ｐ
Ｅ
、
つ
い
で
ボ
ー
モ
ン
ト
自
身
の
名
で
一
編
§
苞
呼
震
ｅ
、
そ

し
て
翌
年
に
つ
ぎ
の
一
編
国
８
匡
日
○
貝
言
昌
国
冒
蜀
昌
芽
閏
両
×
月
『
目
①
昌
印
○
国
言
の
８
の
①
具
ど
①
×
留
口
昌
四
日
ロ
ー
ミ
ミ
討
具
飼
い
８
ミ
ミ
、

Ｐ
震
‐
君
屋
圏
を
発
表
し
た
。
の
ち
こ
れ
ら
に
加
筆
し
て
出
版
し
た
の
が
、
つ
ぎ
の
專
害
で
あ
る
。
同
ｇ
ミ
ミ
ミ
房
負
冨
旦
○
房
ミ
ミ
ミ
農
。
琶

尋
宛
の
国
爵
、
局
冒
§
、
負
苫
旦
暮
宛
、
ご
恩
Ｃ
ｓ
巴
ミ
ロ
崎
鴎
言
苫
．
句
．
固
壁
－
２
）
屍
麗

（
羽
）
生
理
学
者
と
し
て
も
名
高
く
、
ま
た
生
理
学
史
に
も
通
暁
し
て
い
た
フ
ル
ト
ン
旨
冒
甸
四
日
巨
富
『
国
－
８
己
（
勗
塞
‐
ら
ｇ
）
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

ボ
ー
モ
ン
ト
が
、
か
れ
以
前
に
お
こ
な
わ
れ
た
業
績
に
た
い
す
る
知
識
を
も
た
ず
に
こ
の
観
察
を
お
こ
な
い
、
先
人
の
業
績
と
は
ま
っ
た
く

無
関
係
に
そ
の
発
見
を
な
し
と
げ
た
、
と
い
う
の
は
お
そ
ら
く
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
か
れ
の
専
害
で
は
見
事
な
歴
史
的
議
論

を
展
開
し
て
い
る
。
観
察
は
は
る
か
以
前
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
専
害
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
歴
史
的
議
論
の
部
分
を
準
備
し
た

を
展
開
し
て
い
る
。
観
察
は
は
》

に
ち
が
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

の
べ
て
い
る
。
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口ら冨冨⑦
ミ＄日日§

（
弘
）
シ
ュ
プ
レ
ン
ゲ
ル
の
著
書
に
つ
い
て
は
序
文
に
「
あ
る
部
分
、
と
く
に
も
っ
と
も
初
期
の
国
家
の
医
学
の
進
歩
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
今
世

紀
の
は
じ
め
に
出
版
さ
れ
た
シ
ュ
プ
レ
ン
ゲ
ル
の
す
ば
ら
し
い
史
書
⑦
鴎
の
言
冬
爵
号
》
、
出
尉
蔦
爵
ミ
ミ
い
か
ら
翻
訳
や
、
要
約
を
お
こ
な
っ

た
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
恵
房
詮
思
い
雪
国
、
侭
ミ
ミ
冴
忌
§
⑦
鴎
、
雪
暮
穏
冬
至
、
』
爵
蔦
静
謹
誌
号
．
国
邑
①
ゞ
弓
縄
ｌ
屍
冨
で
あ
る
と
お
も
わ
れ

（
釦
）
文
献
（
鋤
）
に
よ
る
と
「
こ
の
う
ち
二
○
名
が
、
ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
講
義
す
る
七
科
目
を
と
っ
た
」
と
あ
る
が
、
文
献
（
肥
）
で
は
「
医
学

部
に
登
録
し
た
学
生
二
○
名
で
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
は
開
学
し
た
」
と
あ
る
。

（
犯
）
］
○
口
隅
》
旨
四
ご
國
巨
Ｑ
ｏ
ゴ
里
日
田
，
の
①
日
日
三
亜
目
ゴ
の
ｚ
ｇ
①
ず
○
○
戸
（
禺
丙
○
亘
①
冨
口
巨
邑
哩
尉
○
口
》
陣
匡
Ｑ
①
具
ｇ
Ｑ
冒
旨
巴
冨
①
ｇ
ｏ
目
の
旨
両
島
目
号
匡
吋
‐

ぬ
貢
昂
勗
ｌ
屍
勗
．
謂
帛
閏
冴
『
・
豈
寺
冥
画
呼
画
日
出
『
函
ら
句
司

（
詔
）
フ
レ
イ
ン
ド
の
著
書
は
目
ざ
霞
忽
。
ご
旦
逗
畠
冒
盃
、
§
貝
意
ヨ
ミ
、
具
⑦
ミ
ミ
ご
尋
飼
切
侭
ミ
ミ
畠
旦
尋
、
の
受
尽
き
尋
○
ミ
ミ
ミ
．

（
鋤
）

（
調
）

ダ
ン
グ
リ
ソ
ン
の
経
歴
と
著
作
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
引
用
し
た
お
お
く
の
文
献
に
く
わ
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
き
に
あ
げ
た
か
れ

自
身
の
著
作
［
文
献
（
岨
）
］
が
も
っ
と
も
基
本
的
な
文
献
と
い
え
よ
う
。
ほ
か
に
ロ
ミ
．
ｚ
ミ
．
国
品
貢
守
己
蝉
己
認
お
よ
び
ロ
ミ
．
粋
詩
ミ
．

国
晶
言
．
吟
誤
岸
囲
輿
ご
己
が
あ
る
。

”
且
亘
二
齪
冒
旨
巴
凋
患
詞
（
）
三
里
口
昌
侭
房
ｏ
Ｐ
旨
．
ロ
．
弓
麗
１
房
＄
シ
ョ
国
言
閏
冒
冨
巴
旨
巴
両
目
８
月
員
．
詞
ミ
ミ
．
固
§
自
昏
苫
詮
即
震
‐

画
登
電
．
一

両
四
口
亘
二

④
』
胃
ｃ
ｍ
ｃ

門
ｇ
己
（
旨
ゞ
弓
囲
ｌ
圏
で
あ
る
。

るた
OL_－

⑦
閏
風
賀
旨
》
蜀
耐
丘
言
明
澤
菖
尋
尽
さ
ミ
ヘ
ミ
ミ
ご
尋
、
函
冴
ご
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
．
注
］
＆
も
め
誤
弓
．
国
．
殴
昌
己
①
厨
ゞ
ら
露

冨
目
角
旨
》
Ｆ
朗
馬
日
出
』
ミ
ミ
骨
ミ
、
尋
言
電
べ
ｓ
ご
贈
号
ａ
．
ｏ
＆
患
の
○
雪
国
）
ら
麗

冨
９
８
『
］
・
斥
呂
①
弓
．
陣
巨
○
（
）
『
①
》
罰
８
国
こ
．
“
津
田
ミ
量
電
§
ご
ミ
ミ
ミ
計
旦
国
苫
、
里
曼
冨
亀
奇
ミ
国
侭
》
§
宮
も
ミ
艀
○
両
『
甲
①
＄

ｚ
ミ
．
画
一
農
、
．
守
ら
津
ら
国

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）
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函
つ
いRobleyDunglison'sMedicalLexiconanditsContributionto

JapaneseMedicineintheMeijiEra

bvYasuakiFUKASE

Dr.TorahumiOkuyama,themedicalofficeroftheJapaneseNavy,referredchieflytoDunglison's

MedicalLexicon:ADictionaryofMedicalScience,whenhecompiledhisEnglish-Japanesedictionaryof

medicineintheearlyMeijiera.MedicalLexiconwaspublishedinl833asthefirstmedicaldictionary

intheUnitedStatesofAmericaandthelast,23rd,editioninl903.

Dunglison'spurposeofcompilingwasinaccordancewithhisprefacetothesecondedition:"the

Author'sobjecthasnotbeentomaketheworkamerelexiconordictionaryofterms,buttoafford,under

each,acondensedviewofitsvariousmedicalrelations,andthustorendertheworkanepitomeofthe

existingconditionofmedicalscience.
ファ

InitspreparationhefreelyavailedhimselfofnotonlytheGreekandLatinworksofthesamenature,

butalsotheEnglish,French,andGermanworks.Itincludedabriefbiographyandthebibliographical

writings.

Muchpraisewasthengiventothislexicon.However,incisivecriticism,containingalotofwords

usingindailylifeandnon-terminlogy,wasgiven.Butthelexiconmayhavebeenavailabletomany

doctorsandmedicalstudentsinboththeU.S.A･andJapan,whereEnglish-Americanmedicinehad

becomethemaincurrentintheearlyMeijiperiod.

（
口
つ
）


